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平成18年 3月期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 平成 18年 1月 31日に公表した平成 18年 3 月期連結及び単独業績を、下記の通り修正い
たしますのでお知らせいたします。 
 

記 
 
1. 平成 18年 3月期連結業績予想の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年3月 31日） 

単位：百万円 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( A ) 390,000 30,000 28,000 16,000 
今 回 修 正 予 想 ( B ) 388,000 25,000 26,000 21,000 
増 減 額 ( B － A ) △2,000 △5,000 △2,000 5,000 
増 減 率 ( % ) △0.5% △16.7% △7.1% 31.3% 
前年同期実績(17年 3月期 )    387,053 24,756 22,401 9,372 
 
2. 平成 18年 3月期単独業績予想の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年3月 31日） 

単位：百万円 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( A ) 250,000 18,500 11,000 
今 回 修 正 予 想 ( B ) 235,000 20,000 13,000 
増 減 額 ( B － A ) △15,000 1,500 2,000 
増 減 率 ( % ) △6.0% 8.1% 18.2% 
前年同期実績(17年 3月期 )    249,778 15,896 10,515 

 
 
 
 
 
 
 



3. 業績予想修正の理由 
【連結業績予想】 
主力の制御ビジネスは、国内市場での既存設備のリプレースメント及び海外市場での

プラント建設に対する需要増を背景に好調に推移しておりますが、計測機器ビジネス 

及び航機・その他ビジネスの売上が前回予想を下回る見通しとなったため、売上高の  

予想を下方修正するものです。また、営業利益も売上原価の削減額が前回見通しを下回

ったこと等により、同予想を下方修正するものです。経常利益も同様に、営業利益が  

減少する影響により前回予想を下方修正します。配当収入と為替差益が増加することに

より営業外収益が前回予想を上回る見通しであることから、減益幅は営業利益と比較し

て縮小する見通しです。当期純利益は、投資有価証券売却益（今回見通し 135 億円/   

前回見通しより 30 億円の増加）により特別利益が増加したこと、また事業整理損及び 
たな卸し評価損の減少により特別損失が前回見通しを下回る見込みとなったことから、

同予想を上方修正するものです。 
 
【単体業績予想】 
計測機器ビジネスおよび航機・その他ビジネスの売上が前回予想を下回る見通しと 

なったため、売上高の予想を下方修正するものです。経常利益および当期純利益は、  

為替差益及び子会社配当金の増加等により、営業外収益が前回予想よりも改善する  

見通しとなったため、同予想を上方修正するものです。 
 

以  上 
 


